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は？ 季節を見つめる余裕を持ちたいな 
日中のセミの鳴き声が小さくなり、夕刻の虫の声が始まったと気が付いたと思った

ら、朝夕は、ずいぶんと涼しくなってきました。登校時の児童の姿にも、日傘をさして

いる子が少なくなり、代わりに長袖の上着を羽織っている子が増え始めました。なん

だか今年は、いつもに増してふとしたことで季節の変化を感じることが多い気がして

います。 
さて、冒頭の「お好きな服は？」ですが、秋の七草を覚える語呂合わせの一つで

す。「七草」と言えばセリ、ナズナ・・・で始まる春の七草が有名ですが、秋にもあった

んですね。実は、私もラジオで聞いてちょっと調べてみた次第です。 

お=オミナエシ す=ススキ き=キキョウ な=ナデシコ 

ふ=フジバカマ く=クズ は=ハギ 

 カタカナ部分が秋の七草ですが、皆さんは、どれだけイ

メージできるでしょうか？私は、ススキとキキョウは楽勝でし

たが、オミナエシやフジバカマは見当もつきませんでした。 
 春の七草はおかゆとして知られていますが、秋の七草はとても美しく、鑑賞して季

節を楽しむものだそうです。日本人は昔から自然の美しさに触れ、自然に親しむこと

により人生を豊かにしてきたんですね。また、秋の七草の多くは、葉や根を乾燥させ

て、生薬として食べられるものがあります。秋の七草は春の七草よりも実用性が高く、

人々の生活に根付いていたのだそうです。 
直接関係はないのですが、最近子どもたちのけがや、先生方のけが、腰痛などの

不調が増えていることが、なんだかどこかの警告アラームが鳴っているような気がして

なりません。秋の七草を直接目にすることが難しい現代ですが、ちょっと立ち止まり、

古来日本人が感じてきた自然の美しさや人間の力を超えたものに対する畏怖の念

に想いを経ることが、そんな警鐘を解除する方法かな・・・。などと感じています。 

あっかんべ！？  

 先日実施された耳鼻科健診のあと校医先生から伺った話です。校医先生は他の

学校同様、子どもたちに（のどの奥を見るため）「えーって言って。」と指示。すると、

宮小学校の子どもたち８割が、べぇ～っと舌を出してきたそうです。「他ではないね。」

と校医さん。なんだか、ほのぼのおかしく感じたお話でした。   （校長 淵川保直） 
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